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44.40%44.40% 46.70%46.70% 45.50%45.50%37.50%37.50%43.00%43.00%

一般会計予算額の推移

　平成16年度一般会計・特別会計予算が、3月23日議会で

可決・承認されました。

　一般会計総額で35億2,400万円、特別会計は14会計

で22億1,386万6千円、合わせると57億3,786万6千円とな

っています。

◎
町
　
税

固
定
資
産
税
の
大
半
を
占
め

る
中
国
電
力
分
が
、
減
価
償

却
に
よ
り
減
額
と
な
っ
た

◎
地
方
交
付
税

町
税
の
減
収
分
、
起
債
の
償

還
（
交
付
税
算
入
分
）
の
算

入
に
よ
り
増

◎
繰
入
金
等

大
き
な
事
業
が
減
少
し
た
た

め

一般会計予算額の推移

3,524,000
千円

4,477,000
千円

3,993,000
千円

4,184,000
千円

3,786,000
千円

12年度 13年度 14年度 15年度 16年度

　
図
―
１
で
示
す
と
お
り
町
税
は

減
収
し
て
い
き
、
繰
入
金
は
基
金

の
減
少
に
よ
り
繰
入
が
で
き
な
く

な
る
。

　
ま
た
、
地
方
交
付
税
は
国
の
政

策
に
よ
り
今
後
も
減
少
が
予
想
さ

れ
る
。

　
図
―
２
は
自
主
財
源
、
依
存
財

源
の
比
率
の
グ
ラ
フ
で
す
が
、
約

五
十
％
以
上
依
存
財
源
に
頼
っ
て

い
る
状
況
で
あ
る
。

　
税
収
も
地
方
交
付
税
も
増
額
が

見
込
め
な
い
現
在
、
さ
ら
な
る
行

財
政
の
見
直
し
を
行
な
わ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

　科　　　目　

町 税

繰 入 金

地 方 交 付 税

町 債

国庫・県支出金

その他（諸収入など）

　合　　　計　

15　年　度
（構成比）

16　年　度
（構成比）

対 前 年 比
（増▲減）

1,061,332千円
（23.7%）

835,650千円
（18.7%）

907,000千円
（20.3%）

743,800千円
（16.6%）

646,471千円
（14.4%）

282,747千円
（6.3%）

4,477,00０千円
（100%）

993,464千円
（28.2%）

425,104千円
（12.1%）

956,000千円
（27.1%）

492,800千円
（14.0%）

379,648千円
（10.8%）

276,984千円
（7.8%）

3,524,000千円
（100%）

▲６．４％

▲４９．１％

５．４％

▲３３．７％

▲４１．３％

▲２．０％

▲２１．３％

○一般会計　
　町が行なう基本政策をまかなう予算
○特別会計
　一般会計と区別し、特別の事業を行なうときの予算
○町税
　みなさんが納めた税金
○地方交付税
　所得税など国が徴収した税金の中から、町の財政状
　況に応じて交付されるお金
○繰入金
　各種基金（貯金）の取崩しによって繰入れたお金
○町債
　町の借金。大きな事業を行なうために国や金融機　
関から借り入れたお金
○国庫・県支出金
　特定の目的のために国や県から交付されるお金
○自主財源
　町税、分担金・負担金、使用料・手数料、財産収入、
　寄付金、繰越金など
○依存財源
　国から交付、借り入れたお金

自主財源・依存財源比率

57.00% 62.50%
55.60% 53.30% 54.50

44.40% 46.70% 45.50%37.50%43.00%

12年度 13年度 14年度 15年度 16年度

自主財源 依存財源

図－2

歳入科目別推移

0

200,000

400,000

600,000

800,000

1,000,000

1,200,000

1,400,000

12年度 13年度 14年度 15年度 16年度

千円

町税 繰入金 地方交付税
町債 国庫・県支出金 その他

図－１
用語のチェック

歳
入
　
十
五
年
度
と
の
比
較
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特　　別　　会　　計
鳥取県西部町村情報公開・個人情報保護審査会

住 宅 新 築 資 金 等 貸 付 事 業

国 民 健 康 保 険 （ 事 業 勘 定 ）

国 民 健 康 保 険 （ 施 設 勘 定 ）

老 人 保 健

介 護 保 険 事 業（ 保 険 事 業 勘 定 ）

笠 良 原 市 民 農 園

簡 易 水 道 事 業

農 業 集 落 排 水 事 業

林 業 集 落 排 水 事 業

特 定 環 境 保 全 公 共 下 水 道 事 業

江 尾 財 産 区

神 奈 川 財 産 区

米 沢 財 産 区

　　　合　　　　　　　　　計　　　

特　　別　　会　　計
551千円

4,313千円

311,588千円

159,367千円

743,154千円

359,887千円

9,927千円

210,470千円

232,551千円

4,653千円

167,877千円

4,835千円

1,893千円

2,800千円

2,213,866千円

◎
総
　
務
　
費

防
災
・
情
報
セ
ン
タ
ー
の
建

設
が
十
五
年
度
（
繰
越
）
に

計
上
し
て
あ
り
、
十
六
年
度

で
は
な
い
た
め
減
額
。

情
報
網
の
整
備
が
完
了
し
た

た
め
減
額
。

◎
農
林
水
産
業
費

久
連
地
区
の
ほ
場
整
備
、
集

落
道
整
備
や
農
業
の
基
盤
整

備
が
ほ
ぼ
終
了
し
、
事
業
の

減
少
に
よ
り
減
額
。

◎
商
　
工
　
費

　
　
中
小
企
業
貸
付
金
が
減
額

◎
土
　
木
　
費

町
道
江
尾
杉
谷
美
用
原
線
な

ど
の
継
続
事
業
に
重
点
配
分

し
た
た
め
増
額
。

◎
公
債
費
（
起
債
償
還
）

　
　
エ
バ
ー
ラ
ン
ド
奥
大
山
、

江
尾
診
療
所
建
設
の
際
な
ど

に
借
り
入
れ
た
起
債
の
元
本

償
還
が
始
ま
り
増
額
。

図
―
３
よ
り
、
今
ま
で
重
点
事
業

で
あ
っ
た
農
業
の
基
盤
整
備
も
ほ

ぼ
終
了
し
た
た
め
、
新
規
事
業
と

し
て
今
後
は
福
祉
、
環
境
事
業
に

重
点
が
置
か
れ
る
。

ま
た
、
公
債
費
（
起
債
償
還
）
も

増
加
し
て
い
く
。

歳
出
　
十
五
年
度
と
の
比
較

図－3

科　　　目

議 会 費

総 務 費

民 生 費

衛 生 費

農 林 水 産 業 費

商 工 費

土 木 費

消 防 費

教 育 費

公 債 費

そ の 他

　合　　計　

15　年　度
（構成比）

16　年　度
（構成比）

対前年比
（増▲減）

▲１．８％

▲６３．１％

▲７．４％

７．８％

▲３１．４％

▲６６．２％

１５．１％

７．４％

９．５％

１１．２％

▲１４．６％

▲２１．３％

78,830千円
（1.8%）

1,228,801千円
（27.4%）

584,222千円
（13.1%）

328,025千円
（7.3%）

793,293千円
（17.7%）

83,997千円
（1.9%）

296,518千円
（6.6%）

94,931千円
（2.1%）

312,636千円
（7.0%）

633,425千円
（14.1%）

42,322千円
（1.0%）

4,477,00０千円
（100%）

77,417千円
（2.2%）

453,221千円
（12.9%）

541,094千円
（15.4%）

353,562千円
（10.0%）

543,962千円
（15.4%）

28,363千円
（0.8%）

341,177千円
（9.7%）

101,957千円
（2.9%）

342,439千円
（9.7%）

704,665千円
（20.0%）

36,143千円
（1.0%）

3,524,000千円
（100%）

歳 出 科 目 別 推 移

12年度 13年度 14年度 15年度 16年度

千円
1,400,000

1,200,000

1,000,000

800,000

600,000

400,000

200,000

0

予　算　性　質　別　推　移

0

200,000

400,000

600,000

800,000

1,000,000

1,200,000

1,400,000

12年度 13年度 14年度 15年度 16年度

千円

参考

民 生 費

137,055円

公 債 費

178,486円

農林水産業費

137,782円

総 務 費

114,798円

教 育 費

86,737円

土 木 費

86,418円

衛 生 費

89,555円

商 工 費

7,184円

消 防 費

25,825円

議 会 費

19,609円

そ の 他

9,155円

労働費諸支出金
など

一般会計歳出を町民1人当たりにすると892,604円　　その内訳は
平成16年2月29日現在　人口3,948人

議会費
総務費
民生費
衛生費
農林水産業費
商工費
土木費
消防費
教育費
公債費
その他

人件費

公債費

扶助費

補助費等

物件費

繰出金

貸付金

その他

普通建設事業

災害復旧事業
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区　　分

区　　分 江　府　町

給　　　　　与　　　　　費

給　料 期末・勤勉手当 職員手当 計（Ｂ）
職員数（A）

７１人
314,620千円

（65.1%）

126,325千円

（26.1%）

42,271千円

（8.8%）
483,216千円 6,806千円

区　　分 給料・報酬月額

町　長

助　役

教育長

議　長

副議長

委員長

議　員

750,000 円

600,000 円

560,000 円

292,000 円

217,000 円

209,000 円

204,000 円

期末手当

6月期1.6月

12月期1.7月

計 3.3月

１人当たり

の給与費

（B／A）

国

170,700 円

138,800 円

大学卒

高校卒
一般行政職 同じ

平均給料月額 平均給与月額 平均年齢

369,272 円 415,653 円 43歳

国江　　　　　　　府　　　　　　　町

内　　　　　　　　　　　　　　　訳

期末・勤勉

手 当

扶 養 手 当

住 居 手 当

通 勤 手 当

同じ

同じ

同じ

同じ

６月期 12月期 計

期末手当

勤勉手当

1.4月分

0.7月分

1.6月分

0.7月分

3.0月分

1.4月分
＊職制上の段階、職務の級により加算措置あり

ア　配偶者 　　　　　　　　　　　　　 13,500円

イ　配偶者以外の扶養親族のうち2人まで 　　　　　　　　 6,000円

　　配偶者が扶養親族でない場合の扶養親族のうち1人　　　　　　　 6,500円

　　配偶者のいない職員の扶養親族のうち1人 　　　　　　　 11,000円

ウ　その他の者

　　満16歳の年度初めから満22歳の年度末までの間にある子

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1人につき5,000円を加算

ア　月12,000円を超える家賃を払っている借家の居住者最高 　　　 27,000円

イ　自宅居住者（世帯主）新築・購入した場合（その後5年間） 2,500円

ア　交通機関などの利用

　　支給単位期間の通勤に要する運賃等の額に相当する額

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 月額最高55,000円

イ　自動車などの利用者（片道2km以上）　　　　 2,000円～24,500円
＊扶養手当、住居手当および通勤手当の額は1月当たりの支給額

（注）人件費には特別職に支給される給料、報酬などを含む

※５％削減後
６．主な職員手当の状況（16年4月1日現在）

５．職員の平均給料月額および

　　　　平均年齢の状況（16年4月1日現在）

３．職員の初任給の状況（16年4月1日現在） ４．特別職の給与費等の状況（16年4月1日現在）

２．職員給与費の状況（16年度普通会計予算から）

歳出額（A） 実質収支額 人件費（Ｂ）
住民基本台帳人口

（H16.3.31）

人件費比率

（B／A）

3,931人 5,156,394千円 83,249千円 791,919千円 15.4％

１．人件費の状況（15年度普通会計決算から）
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　施設の建設にあたり、平成１４年１２月１７日に住民検討委員会より、「みなさんが集いや

すく利用しやすい施設を」と提案を受けていました。

　この提案を最大限重視し、検討を重ねていました情報・防災センターの建設工事が４月より

農協米倉庫跡地で始まります。

　
一
階
部
分
は
、
情
報
・

メ
デ
ィ
ア
ス
ペ
ー
ス
、
待

合
ホ
ー
ル
、
自
主
防
災
活

動
拠
点
施
設
等
を
整
備
し

ま
す
。

情
報
メ
デ
ィ
ア
ス
ペ
ー
ス

に
は
図
書
室
、
隣
接
し
て

Ｉ
Ｔ
ル
ー
ム
も
併
設
し
て
、

子
供
た
ち
を
中
心
に
多
く

の
み
な
さ
ん
が
利
用
で
き

る
よ
う
に
し
ま
す
。

　
ま
た
、
待
合
ホ
ー
ル

は
、
バ
ス
の
待
合
場
所
と

し
て
も
利
用
し
て
も
ら
い

ま
す
。

　
二
階
部
分
は
、
サ
ー
ク

ル
室
、
研
修
室
、
展
示
ス

ペ
ー
ス
を
整
備
し
ま
す
。

町
内
に
は
、
文
化
活
動
を

し
て
い
る
グ
ル
ー
プ
が
多

数
あ
る
こ
と
か
ら
、
活
動

場
所
、
作
品
の
発
表
な
ど

の
場
所
と
し
て
利
用
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。
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江
府
町
の
将
来
を
考
え
る
会
（
奥

田
恭
祐
代
表
）
は
三
月
二
十
三
日
、

日
野
町
と
の
合
併
の
是
非
を
問
う

住
民
投
票
条
例
の
制
定
を
二
千
二

百
三
十
二
人
分
の
署
名
を
添
え
て
、

町
長
、
議
会
議
長
に
要
望
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
を
受
け
町
長
は
四
月
二
日

臨
時
議
会
を
開
き
、
住
民
投
票
条

例
案
を
議
会
に
提
案
し
、
可
決
、

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
町
内
の
満
十
八

歳
以
上
（
永
住
外
国
人
を
含
む
）

を
有
権
者
と
し
て
、
合
併
の
是
非

を
問
う
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　
住
民
投
票
実
施
日
は
、
五
月
二

十
三
日
で
す
。

　
三
月
二
十
一
日
、
健
康
福
祉
セ

ン
タ
ー
付
近
か
ら
火
災
が
発
生
し

た
と
い
う
こ
と
で
町
消
防
団
、
西

部
広
域
江
府
消
防
署
と
合
同
で
訓

練
が
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
の
訓
練
は
、
こ
れ
か
ら
乾
燥

す
る
季
節
で
す
の
で
、
万
が
一
火

災
が
発
生
し
た
と
き
、
迅
速
に
対

処
で
き
る
よ
う
に
、
日
ご
ろ
の
訓

練
の
一
環
で
行
な
わ
れ
た
も
の
で
す
。

　
ま
た
、
み
な
さ
ん
も
火
事
を
お

こ
さ
な
い
よ
う
に
火
を
取
り
扱
う

と
き
に
は
、
消
火
用
の
水
を
用
意

し
て
お
く
な
ど
、
十
分
に
気
を
つ

け
て
く
だ
さ
い
。

　
第
八
回
県
境
サ
ミ
ッ
ト
圏
域
囲

碁
大
会
が
、
島
根
県
広
瀬
町
で
あ

り
ま
し
た
。

　
こ
の
大
会
は
、
県
境
サ
ミ
ッ
ト

に
参
加
し
て
い
る
団
体
が
、
住
民

交
流
を
さ
ら
に
推
め
よ
う
と
い
う

こ
と
で
始
ま
り
ま
し
た
。

　
大
会
は
、
五
人
一
組
よ
る
十
六

チ
ー
ム
が
参
加
し
て
熱
戦
が
繰
り

広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
参
加
し
た
江
府
町
チ
ー
ム
（
木

村
一
能
さ
ん
、
小
谷
浩
之
さ
ん
、

川
上
博
久
さ
ん
、
富
田
克
彦
さ
ん
、

片
山
直
道
さ
ん
）
は
予
選
を
一
位

で
勝
ち
あ
が
り
決
勝
戦
に
進
出
。

決
勝
戦
で
も
広
島
県
西
城
町
Ａ
チ

ー
ム
に
み
ご
と
に
勝
ち
、
優
勝
を

決
め
ま
し
た
。

あなたのまわりの
明るい話題お知ら
せください。
総務課　　　　　
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三
月
九
日
に
江
府
中
学
校
で
、

三
月
十
九
日
に
管
内
四
小
学
校
に

お
い
て
そ
れ
ぞ
れ
卒
業
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

江
府
中
学
校
で
は
三
十
七
名
、

江
尾
小
学
校
十
一
名
、
米
沢
小
学

校
九
名
、
明
倫
小
学
校
七
名
、
俣

野
小
学
校
七
名
の
児
童
・
生
徒
が

そ
れ
ぞ
れ
の
学
舎
を
後
に
し
ま
し
た
。

こ
の
内
、
米
沢
小
学
校
で
は
、

十
時
か
ら
保
護
者
や
来
賓
を
迎
え
、

体
育
館
で
卒
業
式
が
挙
行
さ
れ
ま

し
た
。
最
初
に
国
歌
斉
唱
を
行
い
、

次
に
卒
業
証
書
の
授
与
が
あ
り
ま

し
た
。

　
九
名
の
卒
業
生
た
ち
は
次
々
と

登
壇
し
、
校
長
先
生
か
ら
卒
業
証

書
を
受
け
取
り
ま
し
た
。
そ
し
て

そ
れ
ぞ
れ
が
中
学
校
進
学
に
向
け

て
の
決
意
と
抱
負
を
元
気
よ
く
述

べ
ま
し
た
。

　
続
い
て
「
校
長
の
こ
と
ば
」
で
は
、

澤
田
校
長
先
生
か
ら
卒
業
生
へ
の

は
な
む
け
の
言
葉
が
あ
り
、
一
人

一
人
に
語
り
か
け
な
が
ら
、
あ
な

た
は
こ
う
い
う
と
こ
ろ
が
素
晴
ら

し
い
人
で
す
。
中
学
校
へ
行
っ
た

ら
が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
と
、
優

し
く
激
励
さ
れ
ま
し
た
。

別
れ
の
言
葉
で
は
、
在
校
生
か

ら
「
六
年
生
の
お
兄
さ
ん
お
姉
さ
ん
、

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
米
沢

小
の
伝
統
・
よ
い
校
風
を
今
度
は

私
た
ち
の
手
で
築
き
ま
す
。
立
派

な
中
学
生
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
」

と
祝
い
の
言
葉
を
述
べ
、
卒
業
生

か
ら
は
「
在
校
生
の
み
な
さ
ん
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
明

日
か
ら
は
こ
の
米
沢
小
学
校
を
あ

な
た
た
ち
の
手
で
立
派
に
育
て
て

く
だ
さ
い
。
今
私
た
ち
九
名
は
そ

ろ
っ
て
卒
業
し
ま
す
」
と
、
歌
と

呼
び
か
け
を
交
わ
し
ま
し
た
。

最
後
に
「
蛍
の
光
」
の
メ
ロ
デ

ィ
ー
の
中
、
九
人
の
卒
業
生
は
名

残
惜
し
そ
う
に
式
場
を
後
に
し
ま

し
た
。

小
・
中
学
校
で
卒
業
式

さ
よ
う
な
ら

さ
よ
う
な
ら

　
　
下
蚊
屋
分
校

　
　
下
蚊
屋
分
校

さ
よ
う
な
ら

さ
よ
う
な
ら

　
　
下
蚊
屋
分
校

　
　
下
蚊
屋
分
校

　
米
沢
小
学
校
下
蚊
屋
分
校
は
四

月
か
ら
休
校
と
な
り
、
分
校
の
児

童
た
ち
は
米
沢
小
学
校
本
校
で
勉

強
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
下
蚊
屋
分
校
は
、
明
治
三
十
四

年
に
開
設
さ
れ
、
下
蚊
屋
地
区
の

学
舎
と
し
て
運
営
さ
れ
て
き
ま
し

た
が
、
近
年
の
少
子
化
と
新
年
度

の
入
学
生
が
な
い
こ
と
か
ら
、
本

校
に
お
い
て
一
緒
に
授
業
を
行
う

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
伴
い
、
三
月
二
十
三
日

に
下
蚊
屋
分
校
に
お
い
て
区
長
さ

ん
を
は
じ
め
と
す
る
下
蚊
屋
の
人

た
ち
に
出
席
い
た
だ
き
、
休
校
に

伴
う
記
念
行
事
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
澤
田
校
長
先
生
か
ら
の
あ
い
さ

つ
の
後
、
「
学
び
舎
の
跡
」
と
書

か
れ
た
記
念
の
標
柱
に
み
ん
な
で

「
さ
よ
な
ら
」
の
赤
い
文
字
を
書

き
入
れ
ま
し
た
。
　

　
記
念
の
標
柱
を
建
立
し
た
後
、

児
童
が
一
人
ず
つ
分
校
で
の
思
い

出
を
語
り
合
い
、
名
残
を
惜
し
み

ま
し
た
。

さ
よ
う
な
ら

　
　
下
蚊
屋
分
校

みんなで記念柱を建てました

中学校進学の決意を発表 卒業証書の授与 米沢小では9名が卒業

分校の思い出を話し合いました 下蚊屋分校ありがとう



10

　
鳥
取
県
内
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
を

目
的
に
、
特
に
優
れ
た
成
績
を
収

め
た
個
人
や
団
体
、
選
手
の
育
成
・

指
導
に
功
績
の
あ
っ
た
個
人
・
団

体
を
対
象
に
、
新
日
本
海
新
聞
社

の
協
力
で
表
彰
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
ほ
ど
平
成
十
五
年
度
の
受

賞
者
が
決
定
さ
れ
、
三
月
五
日
に

江
府
町
役
場
町
長
室
に
お
い
て
表

彰
状
の
授
与
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
江
府
町
か
ら
は
最
優
秀
賞
と
し

て
八
月
の
佐
賀
県
で
行
わ
れ
た
「
第

二
十
回
全
日
本
小
学
生
ソ
フ
ト
テ

ニ
ス
選
手
権
大
会
」
に
出
場
さ
れ

た
小
学
生
の
み
な
さ
ん
が
受
賞
し

ま
し
た
。

　
又
、
平
成
三
年
よ
り
十
二
年
間

に
わ
た
っ
て
江
府
町
社
会
体
育
指

導
員
と
し
て
江
府
町
の
社
会
体
育

推
進
に
貢
献
さ
れ
た
森
幸
広
さ
ん

が
奨
励
賞
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

最
優
秀
賞
を
受
賞
さ
れ
た
小
学

生
の
み
な
さ
ん
は
、
次
の
方
々
で

す
（
敬
称
略
）
。

江
尾
小
学
校

　
　
森
　
剛
大
・
篠
田
慶
一

　
　
奥
田
美
里
・
藤
原
侑
真

明
倫
小
学
校

　
　
影
山
夕
姫
・
日
野
尾
早
紀

俣
野
小
学
校

　
　
遠
藤
和
幸
・
加
藤
俊
二

県
境
サ
ミ
ッ
ト
囲
碁
大
会

県
境
サ
ミ
ッ
ト
囲
碁
大
会

　
江
府
町
チ
ー
ム
が
優
勝
！

　
江
府
町
チ
ー
ム
が
優
勝
！

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

江
府
町
進
学
奨
励
金

　
江
府
町
進
学
奨
励
金
は
経
済
的

に
進
学
の
困
難
な
者
に
対
し
て
支

給
さ
れ
ま
す
。

※
支
給
対
象
者

一
、
江
府
町
に
居
住
す
る
者
の
子

弟
で
、
高
等
学
校
等
・
専
門
学
校
・

大
学
（
短
大
）
に
在
学
す
る
者
。

二
、
鳥
取
県
育
英
奨
学
金
・
鳥
取

県
専
修
学
校
奨
学
資
金
・
鳥
取
県

進
学
奨
励
資
金
の
貸
与
者
及
び
給

付
を
受
け
て
い
る
者
。

（
前
記
二
項
の
該
当
者
が
支
給
対

象
者
と
な
り
ま
す
）

※
奨
励
金
の
支
給
額

　
（
高
校
・
専
門
学
校
・
大
学
）

　
自
宅
通
学

　
　
月
額
　
　
七
、
〇
〇
〇
円

　
自
宅
外
通
学

　
　
月
額
　
一
〇
、
〇
〇
〇
円

お
問
合
せ
は
教
育
委
員
会
へ

　
　
電
話
　
七
五
ー
二
二
二
三

　
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
は
、
学
校

の
授
業
終
了
後
、
家
に
帰
っ
て
も

誰
も
居
な
い
と
か
、
不
安
で
あ
る

児
童
に
学
校
の
図
書
室
等
を
利
用

し
て
、
保
護
者
が
迎
え
に
来
ら
れ

る
ま
で
指
導
員
と
一
緒
に
過
ご
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
　
（
バ
ス
待
ち
児
童
も
対
象
）

※
開
設
時
間

午
後
三
時
三
十
分
〜
六
時
三
十
分

※
申
し
込
み
〆
切

　
　
四
月
三
十
日

◎
内
容
等
の
詳
し
い
お
問
合
せ
は

　
教
育
委
員
会
へ

　
　
電
話
　
七
五
ー
二
二
二
三

「
あ
か
る
い
こ
こ
ろ
」
の
第
二
十

三
集
が
発
行
さ
れ
ま
し
た
。
各
家

庭
に
お
配
り
し
て
お
り
ま
す
が
、

ご
希
望
の
方
は
教
育
委
員
会
ま
で

お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

　
三
月
十
四
日
（
日
）
、
島
根
県

広
瀬
町
の
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
に

お
い
て
、
「
第
八
回
県
境
サ
ミ
ッ

ト
圏
域
囲
碁
大
会
」
が
開
催
さ
れ
、

江
府
町
チ
ー
ム
が
優
勝
さ
れ
ま
し

た
。

　
こ
れ
は
県
境
サ
ミ
ッ
ト
圏
域
の

九
市
町
村
か
ら
集
ま
っ
た
囲
碁
を

趣
味
と
す
る
人
た
ち
が
、
お
互
い

の
地
域
交
流
を
図
ろ
う
と
企
画
し

開
催
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
江
府
町
チ
ー
ム
は
木
村
一
能
・

小
谷
浩
之
・
川
上
博
久
・
冨
田
克

彦
・
片
山
直
道
の
四
名
の
方
が
参

加
さ
れ
ま
し
た
。

　
大
会
の
成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
一
位
　
江
府
町
　
（
鳥
取
県
）

　
二
位
　
西
城
町
Ａ
（
広
島
県
）

　
三
位
　
西
伯
町
Ａ
（
鳥
取
県
）

　
四
位
　
西
城
町
Ｃ
（
広
島
県
）

江
府
町
進
学
奨
励
金

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

県
境
サ
ミ
ッ
ト
囲
碁
大
会

　
江
府
町
チ
ー
ム
が
優
勝
！

奨励賞の森幸広さん 最優秀賞の小学生の皆さん
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選挙期日前の投票手続きが大幅に簡素化され、選挙期日前の投票手続きが大幅に簡素化され、
　　　　　　　　　　　　　　　投票しやすくなります　　　　　　　　　　　　　　　投票しやすくなります
選挙期日前の投票手続きが大幅に簡素化され、
　　　　　　　　　　　　　　　投票しやすくなります

公職選挙法の一部が改正され、新たに「期日前投票制度」ができました。
この制度により、従来の不在者投票のように投票用紙を封筒に入れて、その封筒に
署名するといった手続きが不要となり、投票がしやすくなります。

対象となる投票
　名簿登録地の市区町村で行な

　う投票

投票期間
　選挙期日の公示日または告示

　日の翌日から選挙期日の前日

　まで

投票を行なうことができる者
　選挙日に、仕事やレジャー、

　冠婚葬祭などの用事があるな

　ど一定の事由に該当すると見

　込まれる者

投票場所
　期日前投票所

投票時間
　午前八時三十分から午後八時

　まで

投票手続
　基本的に選挙日の投票所での

　投票の手続と同じです。
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　児童館・集会所では、広域隣保活動として、町民のみなさんを対象に、編物教室・

生花教室・囲碁教室・手芸教室・習字教室・陶芸教室・籐細工教室・料理、健康講座

を開きます。どなたでも自由に参加できますので、誘い合わせてお出かけください。

　なお、習字教室・囲碁教室に限り、対象を小学校児童とさせていただきますので、

ご了承ください。

※　受講料はすべて無料ですが、

　　材料費につきましては、個

　　人負担とさせて頂きます。

みなさん、お友達と誘い合わせてご参加ください。

お待ちしています。

お申込み・お問い合わせは

本町5丁目集会所（明道館）

☎ FAX 75－2624

陶芸教室
第4週の木・金曜日

　4月22・23日

　6月24・25日

　8月26・27日

　9月23・24日

10月21・22日

講師　谷野聖宗氏

籐細工教室
毎月第3水曜日

講師　安田富美代氏

健康講座
第2火曜日生活習慣病について

　6月8日・7月6日・8月10日

　午前10時～正午

12月12日（日）親子料理教室

　午前9時～午後1時

囲碁教室
夏休み期間中

8月 9・10・11日

　 23・24・25日

講師　三好環氏

習字教室
毎月第2・3土曜日

講師　山根好恵氏

生花教室
年間9回程度　　

講師　田中郁子氏
編物教室
手芸教室

2か月に1回程度
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　江府町公民館では平成16年度の生涯学習講座として、町民の皆さんを対象に水墨画、ハンド

ベル、和紙折り紙、ガーデニング、陶芸の講座を開講いたします。

　ご近所の方やお友達など、お誘い合わせの上お出かけください。

陶　芸　講　座

作る楽しみはまず土ひねりから。自分だけの
作品を作ってみませんか？

　講　師　谷野聖宗先生（大山町）
　日　時　平成１６年５月１４日（金）
　　　　　毎月　第２金曜日　午後１時～
　場　所　高齢者創作館

和紙折り紙講座

和紙から広がる素敵な世界を体験してみませ
んか？

　講　師　房安寿美枝先生（青谷町）
　日　時　平成１６年５月２２日（土）
　　　　　毎月　第４土曜日　午前１０時～
　場　所　江府町山村開発センター

水 墨 画 講 座

線の太さや墨の濃淡で作品の微妙な変化が楽
しめます。手軽に挑戦しましょう。

　講　師　生田　碩先生（溝口町）
　日　時　平成１６年５月１７日（月）
　　　　　毎月　第３月曜日　

　　　　　　　　午後１時３０分～　　　　
　場　所　江府町山村開発センター

ハンドベル講座

初めての人でも楽しめるハンドベル一緒に素敵な
音色を楽しみましょう。

　講　師　原　礼子先生（米子市）

　日　時　平成１６年５月１２日（水）
　　　　　毎月　第２水曜日　午後７時３０分～
　場　所　日輪閣２階

○受講料はすべて無料ですが、材料費等につ
　いては個人負担となります。

○講座によっては応募条件や、参加者の方に
　準備して頂くものもありますのでおたずね
　ください。

○申込締切り　　４月２７日（火）まで

ガーデニング講座

花壇に植えるのとは一味違います。楽しい植
え込みを体験してください。

　講　師　佐藤隆則先生（日南町）
　日　時　平成１６年５月１１日（火）
　　　　　毎月　第２火曜日　午後７時～　
　場　所　江府町山村開発センター

お申し込み・お問い合わせは

　　　　　　　　江府町公民館　電話 75－3211

受講者募集



エネルギー 274kcal

蛋白質　　 9.6ｇ
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電子レンジを使って発酵、時間は短縮
してもふわふわのパンができます。
　こねすぎると失敗します、柔らかい
生地なので打ち粉をしながらあつかう
と良いでしょう。

①　耐熱ボールに牛乳とバターを入れ電子レン
ジ（強）で30秒加熱した後、イースト、塩、砂糖
を加えひと混ぜする。

②　小松菜を電子レンジ（強）で１分加熱し、さ
っと水につけしっかりしぼりみじん切りにする。

③　①に強力粉1/3と②を加えよく混ぜる。
④　③に残りの強力粉を加え混ぜる（粒つぶし
た感じ）。これにクッキングペーパーをのせ電
子レンジ（弱）で30秒加熱する。

⑤　④の生地を打ち粉の上に取り出し、６等分
に切り、切り口を中に入れるように丸めて形
を整える。

⑥　⑤にクッキングシートとぬらしたキッチン
ペーパーをかぶせ室温で10分おく。

⑦　⑥の生地に打ち粉をしてガス抜きをし、た
たんで丸く形を整える。耐熱皿にクッキング
シートをしき、生地を並べクッキングシート
をかぶせ電子レンジ（弱）で30秒加熱する。

⑧　⑦をクッキングシートごと取り出しておき、
クッキングシートと、ぬれたキッチンぺーパ
ーをかけ室温で10分おく。

⑨　２倍程度に膨らんだら180℃のオーブンで
12～15分焼く。

強力粉
牛乳
バター
砂糖
食塩
イースト
小松菜

100
75ml
10ｇ
大さじ1
1ｇ
小さじ1
200ｇ

江府町食生活改善推進協議会（御机）

　2月23日、24日に子供の国保育園の年長児が町内４つの小学校を訪問しました。

これは、4月から新入生になる園児を対象に小学校の雰囲気や様子を体験するため、

行われました。
入学するのをたのしみに
まっているよ（明倫小）

教室を案内してもらいました
（米沢小）

お
話
を
き
き
ま
し
た（
俣
野
小
）

▼

授
業
の
様
子
を
見
学
し
ま
し
た（
江
尾
小
）

▼

▼

▼

2～
3456789

10～
11
1

2
1

3
1

4

町
の
話
題
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

町
の
子
ど
も
を
考
え
る

2
0人
委
員
会
…
…

学
校
教
育
施
設

　
及
び
教
育
環
境
の
あ
り
方
に
つ
い
て
…

紙
製
容
器
・
包
装
の
分
別
…
…
…
…
…
…

国
民
健
康
保
険
か
ら
の
お
知
ら
せ
…
…
…

犬
の
登
録
・
狂
犬
病
予
防
…
…
…
…
…
…

図
書
館
お
す
す
め
の
本
…
…
…
…
…
…
…

情
報
コ
ー
ナ
ー
…
…
…
…
…
…
…
…

行
事
あ
れ
こ
れ
…
…
…
…
…
…
…
…
…

人
の
動
き
ほ
か
…
…
…
…
…
…
…
…
…

チ
ャ
レ
ン
ジ
ク
ッ
キ
ン
グ
…
…
…
…
…
…
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開催日

5月6日

5月6日

下記の日時、場所で特設人権相談所を開設します。

特設人権相談所の開設

　県男女共同参画推進課では男女共同参画に関する
各種の冊子の作成、配布、男性向けセミナーの実施
などをしています。
　16年は中高年男性を対象とした啓発冊子を作成して、
一層の啓発充実を図るため皆様からの意見を随時募
集します。
●募集意見
　県男女共同参画推進課、男女共同参画センター
で特に男性を対象として必要と思われる事業（啓
発冊子を含む）の内容についての意見
●意見提出・問合せ先
　県男女共同参画推進課
　　　TEL 0857－26－7075、7077

　　　FAX 0857－26－7155

　　　Eメール danjyoka@pref.tottori.jp

男女共同参画に関する　　　　
　　啓発についての意見募集

１．開催日時

　第1回　5月16日　　第2回　6月20日

　第3回　7月18日　　第4回　8月 8日

　第5回　9月19日

　　　　　全て　13：30～16～30

２．受講資格

　県内在住で農業に関心のある社会人（大学生含む）

３．研修内容

　野菜、花き、農産物加工、ふるさと工芸の4コース

４．定　　員　各コース30人　計120人

５．受 講 料　無料（ただし、教材費などが自己負担）

６．申し込み期間　4月12日～5月7日

７．申し込み・問合せ先

　県立農業大学校　教育研修部　研修科

　　　　　　　　　TEL 0858－45－2411

　　　　　　　　　FAX 0858－45－2412

《とっとり県民カレッジ連携講座》　　　　　　

日 曜 農 業 教 室

　鳥取県弁護士会所属の弁護士による法律無料相談

を開催します。

●日　　時　5月7日　10時～15時まで

●場　　所　鳥取地方・家庭裁判所米子支部

●問合せ先　鳥取県弁護士会

　　　　　　（TEL 0857－22－3912）

（ただし、開催日当日は

　　　　　　　　次のところへ問い合わせください）

鳥取地方裁判所米子支部（TEL0859－22－2205）

無 料 法 律 相 談

労働保険の「年度更新」はお済ですか
　労働保険の年度更新手続が始まっています。
　平成15年度の確定保険料申告と平成16年度の概算
保険料の納付が必要となっています。
　5月20日までに年度更新手続を完了してください。
　申告は、期間中県内各所に設ける集合受付会場ま
たは、鳥取労働局労働保険徴収室で受け付けています。
〈問い合わせ先〉
鳥取労働局労働保険徴収室（TEL0857－29－1702）

事業主の皆さん

１．開催日時
　4月25日　5月23日　6月27日　7月25日　　　

8月22日　10月17日　10月24日　11月7日
　　　　　　全て　10：00～12：00

２．申し込み締め切り
　開催日から4日前までに申し込みをしてください
３．定　　員　40人（要予約）
４．集合場所
　参加日にエバーランド奥大山2階サンデッキ前
５．申し込み・問合せ先
　エバーランド奥大山
　TEL0859－77－2828　FAX0859－77－2322

自然と触れ合うひとときをつくりませんか　　　　　

エバーランド奥大山　自然観察会

開 設 場 所

米子市役所　　　　　　

日野町山村開発センター

時間

13:00
～

16:00

13:00
～

15:00
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（男女雇用機会均等法の改正により、性別を問う求人募集は原則禁止となりました。今後お知らせする求人は全て男女不問です。）

●求人情報に関する問い合わせ先 米子公共職業安定所根雨出張所（TEL72-0065）

久連7

武庫500-1

18～30

18～50

130,200～138,800

107,360～144,320

　

8：15～17：15

介護職員

縫製オペレーター及び下手間

求人事業所名 所 在 地 職 　 　 種 年 齢 賃 　 金 就業時間

社会福祉法人寿耕会　チロルの里

ダ イ セ ン 縫 製（株）

※町報掲載時までに、充足済等により求人が取り消しとなっている場合がありますのでご了承ください。

8：30～17：30
16：30～ 9：30

4月 5月
都合により、日程が変更される場合があります。

行　　事　　名日 曜日 場　　所 時　　間 行　　事　　名日 曜日 場　　所 時　　間
12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

剣道教室開校式

人権行政相談

保健委員会

巡回文庫２区

じゃりんこくらぶ開講式

剣道教室

春季交流ゲートボール大会

ツベルクリン反応検査

剣道教室

区長会

分館長会

ＢＣＧ接種

巡回文庫３区

明徳学園入学式

剣道教室

春季グランドゴルフ大会

剣道教室

５歳児健診

毛無山山開き祭

剣道教室

江府中学校

役場南庁舎

総合健康福祉センター

総合健康福祉センター

江府中学校

町ゲートボール場

総合健康福祉センター

江府中学校

山村開発センター

山村開発センター

総合健康福祉センター

山村開発センター

江府中学校

町民グランド

江府中学校

子供の国保育園

中電サージタンク

江府中学校

18：00～

9：00～12：00

13：30～16：30

10：00～

18：00～

9：00～

14：00～14：30

18：00～

9：30～

13：00～

14：00～14：30

10：00～

18：00～

9：00～

18：00～

9：30～

18：00～

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

江府中学校

町民グランド

子供の国保育園

江府中学校

江府中学校

山村開発センター

山村開発センター

子供の国保育園

江府中学校

総合健康福祉センター

高齢者創作館

江府中学校

●広域隣保活動の教室参加希望者は、本五集会所（　75-2624）へ連絡して下さい。

剣道教室

ナイター開き

巡回文庫１区

じゃりんこくらぶ（ふれあいデー）

剣道教室

剣道教室

ガーデニング講座

ハンドベル講座

巡回文庫２区

保育園参観日（子育て講演会）

柔道教室開講式

歯科検診・フッ素塗布

陶芸講座

剣道教室

18：00～

18：30～

10：00～

18：00～

18：00～

19：00～

19：30～

10：00～

18：30～

9：00～ 9：30

13：00～

18：00～

9：00～ 9：30
13：00～13：30
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3月届
（敬称略）

（住所）　　　（氏名）　 （年齢）（世帯主）

◎ごめい福を祈ります

本　一　関内　安祝　79歳　隆文

佐　川　下村　好枝　88歳　道夫

佐　川　遠藤　武由　78歳　清子

杉　谷　末次三智枝　78歳　本人

尾之上原　福本　英雄　88歳　本人

交通事故発生状況【町内】

　人身事故　　 1件 （ 1）

　死　　者　　 0人 （ 0）

　負 傷 者　　 1人 （ 1）

　物損事故　　14件 （50）

飲酒運転検挙者数【町内者】

　　　　　　　 0人 （0）

　3月中のまとめ　（　）内は平成16年間累計

交通死亡事故ゼロ継続日数

　　　　　1010日　（4月1日現在）

火災ゼロ継続日数

　　　　　286日　（4月1日現在）

森田　直之　貝田

藤原亜貴子　島根県横田町から

◎ご結婚を祝します

）

　
　
　
　
　
　
四
月
一
日
付
き

　
　
　
　
　
（
　
　
）
内
前
職
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嶋
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【
新
規
採
用
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関
内
利
恵
▽
産
業
振
興
課

役
場
人
事
異
動

江府町部落差別撤廃とあらゆる差別をなくする審議会

「今後の同和問題とあらゆる差別撤廃に対する
　取組みはどうあるべきか」について町長に建議

　3月18日、三好環会長から町長に対し「今後の同和問題とあらゆ

る差別撤廃に対する取組みはどうあるべきか」について意見が出さ

れました。

　審議会は、平成6年11月に町長より諮問され、答申した内容の進

捗状況を検証し、一人ひとりの人権が尊重される地域社会づくりを

目指して、今後取り組まなければならない課題を六回にわたり協議

してきました。

　主な内容は次のとおりです。

一　部落解放・人権政策確立要求運動の推進

　　・人権センターを設置して運動の推進、行政窓口の円滑化を

　　　図る

二　啓発活動の充実

　　・町報、議会だよりの有効活用

　　・人権問題の周知徹底

　　・小地域懇談会の充実

　　・たんぽぽ学級のさらなる充実

　　・啓発ステッカーや人権標語、作文などの活用

三　行政・啓発活動の取組みの成果と課題

　　・同和地区生活実態調査、町民意識調査の実施

　　・集会所・児童館の充実活用

「日野総合事務所へのご意見、日野総合事務所へのご意見、ご提案について」ご提案について」

　毎年誕生月の月初めに社会保険
業務センターから現況届の用紙（は
がき）が送付されます。
　必要事項を記入の上、誕生月の末
日までに投函してください。
　もし紛失された場合には、役場に
用紙がありますのでご連絡ください。

役場町民課（☎75－3223）

納付期限
　4月分
　平成16年5月31日まで

　社会保険事務所から送られて
いる納付書を添えて金融機関で
お支払いください。
　なお、口座振替の方は、上記
期限が振替日です。

現況届を提出しないと、
年金の支給が一時ストップします。

必ず提出しましょう。

　日野総合事務所では日野郡住民の皆さ
ん方の声を施策に反映させていくため、皆
さんが地域や職場、家庭で気づかれた県の
行政についての意見・提言・アイデア・要望・
苦情などを募集しています。
　皆さんから寄せられた声は、日野総合事
務所から本庁へ伝えますので、是非ご意見
をお聴かせください。
ファクシミリ・メールでもお受けします。
ファクシミリ 0859－72－2072
メールアドレス h-kenminkyoku＠pref.tottori.jp

日野総合事務所県民局県民課
電話：0859－72－2083

「日野総合事務所へのご意見、ご提案について」



�����
�����
QQQQQ
QQQQQ
¢¢¢¢¢
¢¢¢¢¢




